
【様式 02】高大連携公開講座シラバス

＊科目 No． 41204

１．開設大学 福山平成大学 福祉健康学部
開催方法
（キャンパス・施設）

■対面（ 本学     ）

□オンライン（同時・録画）

２．科 目 名
「身体知」を考える

学問分野 番  号 41 名  称 教養

３．担当教員 森澤 桂 福祉健康学部健康スポーツ科学科

４．開講期間（曜日）

  開講時間

令和 4年 10 月 29日（土）～ 令和 4年 10 月 29 日（土）

  12 時 30 分 ～ 15 時 30 分  （   分×  回）

  個別開講日 1 回目 / 2 回目  / 3 回目 /  4 回目 /  5 回目  /  6 回目  /  

５．募集定員 30 人  

６．科目内容・

  授業計画

運動学はわざの「こつ」や「かん」を身体で覚え、また他人に伝える実践の理論
です。そのねらいの中心は、スポーツや指導に携わる人々の中で、ともすれば当
たり前になってしまい、はっきりと自覚されないままに行われている運動理解を
再確認する機会を提供することにあります。

並外れた身体的パフォーマンスを競うアスリートや、楽器演奏、踊りなどの芸
事にたずさわるプロフェッショナルだけでなく、私たちの日常生活の営みも「こ
つ」は存在します。「こつ」は誰しも手に入れたいものです。しかし、「こつ」を手
に入れるのはそうたやすくはありません。

わざを身体で覚えるという現実は、それにふさわしい感覚的経験からしか理解
できません。身体で覚えるという営みには、身体感覚の変化の中に、ともすれば
見過ごしてしまいがちなことに気づこうとする努力が求められます。身体で覚え
るという時の身体は、私が内側から感じる私の身体です。感じて動く私の身体で
す。

このように「こつ」の体得は、文字どおり、頭だけでなく身体も駆使した学びで
す。「身体知」とは、身体と頭を駆使して体得する、身体に根ざした知のことです。

本講義では、この「身体知」の学びにおいて、本人が内側から感じる「動感」を
中心として、身体知の獲得の道すじを考えます。本講義を通して、皆さんの自分
自身の競技力向上にもいかしていただきながら、将来の職業を選択する際の一助
になるように期待しています。

７．受 講 料 無料

８．別途負担費用
（テキスト代・実習料等）

９．開講条件※1

あり・ない

① 最少開講人数（  3 人）定員超過の不許可は選考により決定

② 不許可・不開講通知日
（7 月 8 日(金)以前の開講科目は 3 月末まで／7月 9日(土)以降の開講科目は 6月末まで）

10．その他特記事項

受講者についての制限事項、オンライン（同時・録画）の使用ソフト、受講時の注意など

11．開設大学への

  交通手段
https://www.heisei-u.ac.jp/info/map/ でご確認ください。

※申込時点で原則、受講できます。ただし、開講条件で不許可・不開講があった場合は受講申込者へ通知します。

コロナ禍の影響により、対面講座の不開講・休講またはオンライン（同時・録画）へ変更になる場合があります。


